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※概要（Summary ）： 

本研究では、２種類の方法によって、擬ゼロホール係

数材料へのスピン注入を検討した。第１は、磁性を有

する擬ゼロホール係数材料 GdxY1-xH2（x≒0.4）を使

用する方法であり、第２は、チャネル領域は非磁性体

である擬ゼロホール係数材料 YH2 にしたまま、チャ

ネル長を約 10μm と短くした上で、ソース電極とし

て強磁性体 Co を用いる方法である。ローレンツ力由

来では説明が困難な大きなホール抵抗と横磁気抵抗

が、第１と２の方法共に観測された。 
※実験（Experimental）： 

利用した主な装置は、電子ビーム蒸着装置、スパッタ

蒸着装置、高真空電気炉、スピンコーター、マニュア

ルベーク・クーリング装置、反応性ドライエッチング

装置、マスクアライナーなどである。合金 GdxY1-xを

電子ビーム蒸着法によって、成膜後、水素化して、

GdxY1-xH2 （x= 0.39）を得た（ホール素子Ａ）。チャ

ネル長は約 3 mm である。また、YH2 をチャネル領

域（チャネル長≒10 μm）とする微小ホール素子は

光学リソグラフィ―及び電子ビーム蒸着法で作製し

た（ホール素子 B）。 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

ホール素子Ａにおけるホール抵抗及び横磁気抵抗共

に、140 K 以上では、温度上昇に伴い急増、212 K で

極大値を示し、その後、温度上昇に伴い減少する。ホ

ール素子Ｂにおけるホール抵抗は±3 T 付近に極値を

とる 3 次関数的となり、横磁気抵抗は、YH2固有のロ

ーレンツ力由来の値に比べて約 100 倍大きい正の値

となった。ホール素子ＡとＢに共通して云える事は、

ローレンツ力だけでは説明が難しい大きなホール抵

抗及び正の横磁気抵抗が観測される点である。アップ

およびダウンスピンのキャリヤが独立に電気伝導に

寄与するという二流体モデルを用いて、ホール抵抗及

び横磁気抵抗の計算を行った結果、測定結果と良い一

致が得られた。 
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